
３－３ スクミリンゴガイの生態と防除対策 
 

(1) 来 歴 

   南米原産の淡水巻貝で、昭和 56年に台湾から食用として日本へ導入された。養殖

は全国各地で行われたものの、日本人の嗜好に合わないことや、広東住血線虫の中間

宿主であることなどの理由で販売が困難となり、養殖業者は廃業に追い込まれた。そ

の後、養殖場跡から逃げ出した個体や河川に捨てられた個体が農業用排水路や水田に

侵入し、水稲やレンコン、イグサなどを加害するようになった。 

 

(2) 形 態 

  ア  成貝：殻高約３cm、殻色は黄褐色～黒褐色で 10～15本の縞がある。１対の長い触

覚を持つ。 

  イ 卵 ：直径約２mmの球形でピンク色をしており、数十～数百の卵からなる卵塊と

して産み付けられる。孵化直前は黒赤色を呈し、孵化後は白色の卵殻が残る。 

  ウ  幼貝：孵化直後は殻高２mm程度で、形態は成貝に似る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 生 態 

   野外での寿命は２年程度で、雌成貝は年間 20～30回産卵する。 

  ア  産卵 

水路などの水のある環境では、春先の

気温の上昇に伴って活発に活動し始め

るため、卵塊は４月頃から見られる。水

田においては、田植え前の入水後から数

日で卵塊が見られることもある。 

産卵は通常夜間に行われ、卵塊をイネ

の茎や畦畔雑草、水路壁など水上に産み

付ける。５月下旬から９月上旬頃に最も

多くなる。卵塊の大きさは雌個体の殻高

に比例して大きくなり、1 頭当たりの年

間総産卵数は約2,000～8,000にもなる。 

 

 

 

スクミリンゴガイの成貝 

水路に産み付けられた多数の卵塊 

産卵の様子 



  イ  孵化 

卵期間は気温によるが、約２～３週間で孵化する。孵化率は卵塊によってばらつ

きが大きく、ほとんど全ての卵が孵化する卵塊から、全く孵化しない卵塊まである。 

  ウ  食性と発育 

孵化後、卵塊から水中へ落下し、藻などの軟ら

かい植物や魚の死骸、泥に含まれる微細藻類など

を食べて成長する。水中にあるものしか食べるこ

とはできない。 

成育に適した条件下では、孵化後 12～15 日で

殻高約１cm、30～35日で約２cm、50～60日で約３

cm以上（成貝）となる。 

  エ  越冬 

水田や用排水路等で土中に潜って越冬する。

耐寒性は低く、越冬によって多くの貝が死亡す

る。ただし、幼貝（殻高約 10～20mm）の耐寒性

は他のサイズの貝よりも高く、越冬後の水田内で

は多数の幼貝が確認できる。一方、乾燥耐性は高く、蓋を閉じて殻の中の乾燥を防

ぐため、乾燥状態で半年以上の生存が可能で

ある。 

 

(4) 対 策 

ア 耕種的防除 

① 浅水管理 

本貝は水中でないと摂食できないため、水田

を浅水（水深１cm 以下）に保つと確実に被害

を防止できる。耕種的防除法としては最も効果

が高いが、水の管理が難しく、凹凸のあるほ場

では、水深の深い場所に貝が集まるため、その

部分の水稲が集中的に食害される。水稲への被

害は移植後約３週間までである。 

② 中成苗の移植 

稚苗ほど被害を受けやすいので４葉期以上の中～成苗を植え付ける。 

イ 物理的防除 

① 殺卵 

１週間に１度、水田や用排水路を見回って卵塊を

押しつぶす。なお、ピンク色の卵塊は水中に落とすだ

けでも殺卵できるが、黒っぽい卵塊はふ化直前のため

水中に落さずに押しつぶす必要がある。 

② 貝の捕殺 

苗の食害を防ぐため、苗の移植前～直後に貝を捕殺

する。じゃがいも、なす、キャベツなどを水中に置く

と貝が集まってくるので効率的に捕殺することが可

能である。 

また、落水期になると水の残っているところに

集まってくるので捕殺しやすくなる。 

孵化前の卵塊 

移植後の被害水田 

水田に投入した雑草に群がる貝 



 

本貝は広東住血線虫の中間宿主として知られているため、素手で触った後は手洗

いを行い、可能であればゴム手袋を着用するなど、感染予防を心掛ける。 

③ 網の設置 

取水口に９ mm目合いの網（直播用には６ mm程

度）を設置し、用排水路からの貝の流入を防止する。

網に溜まったゴミや貝は定期的に回収し、処分す

る。なお、網はＵ字状に設置するとゴミによる目詰

まりが軽減され、回収の回数を減らせる。田植え前

の入水時から移植後３週間までの設置が効果的で

ある。 

④ 冬期耕耘 

本貝の発生水田では、厳冬期に耕耘を実施し、殻

を傷つけて殺貝するとともに、土中にいる貝を掘り

起こし、寒風に曝すことで凍死させる。耕耘時の走

行速度は低速（0.2 km/h程度）で、耕耘ピッチは短く（６ mm程度）、耕深は 12 cm

程度が効果的である。 

ウ 化学的（薬剤）防除 

① 本田施用 

適用のある薬剤の有効成分（主な商品）は、メタアルデヒド（スクミノン・ジャン

ボたにしくん・メタレックスＲＧ粒剤等）、チオシクラム（スクミハンター）、燐酸

第二鉄（スクミンベイト３等）、ＩＢＰ（キタジンＰ粒剤）、カルタップ（パダン粒

剤４・パダンバッサ粒剤等）、ベンスルタップ（ルーバン粒剤）である。 

このうち、メタアルデヒド、燐酸第二鉄、ＩＢＰは殺貝効果、チオシクラム、カ

ルタップ、ベンスルタップは食害防止効果が認められる。いずれも湛水状態で散布

し、３～４日間は落水やかけ流しはしない。また、漏水田での使用はさける。なお、

キタジンＰの殺貝効果は散布約３日後から認められるようになるが、大きい貝に対

する効果は劣る。一方、ベイト（食毒）剤のメタアルデヒドによる殺貝効果は高い。 

② 代かき前の石灰窒素施用 

代かき前の荒起こし後３～４日間、３～４cmの湛水状態を保って貝を活動状態

にさせる。その後、粒状石灰窒素を施用し、３～４日間湛水状態を保って貝を致死

させる（石灰窒素のシアナミドによる殺貝効果）。この際、漏水防止が重要とな

る。 

石灰窒素は魚毒性が高いため、石灰窒素を含んだ水を水路に流出させないこと。

また、石灰窒素の分解過程で発生するシアナミドは、水稲に対し薬害のおそれがあ

るため、施用から代かきまでは ７日間あけるとともに、周囲の移植が済んだほ場

に流入しないように注意する。念のため、代かきから２～３日経過後に田植えを実

施すること（シアナミドは土壌との接触で分解が進む）。また、石灰窒素の施用に

より、ほ場内の窒素量が増加するため、元肥の窒素施用量を調整する必要がある。 

コシヒカリでは窒素過多による倒伏のおそれがあるので本法の実施は避ける。 

③ 刈取後の石灰窒素施用 

刈取後に１～４日間、３～４cmの湛水状態を保ち、貝を活動状態にさせる。その

後、粒状石灰窒素を施用して３～４日間湛水状態を保ち、貝を致死させる。この際

も漏水防止に留意する。ただし、水温が 15℃以下では殺貝効果が著しく劣る。 

エ 総合防除 

落水後、潜土行動中の貝 



 移植栽培での被害回避は、厳冬期の耕耘や水口への網掛け、中成苗の移植、移植

直後の浅水管理によって、ある程度の被害回避が可能である。一方、湛水直播栽培

では出芽期や幼苗期に加害を受けるため、上記の方法のみでは激しい被害が発生す

る可能性が高い。大豆などの畑作物への転作を 1 期行い、スクミリンゴガイの密度

を低減させる方法や、ベイト剤などの殺貝効果の高い薬剤を利用し、播種後３～４

週間程度まで、被害回避に努める必要がある。 

 

(5) 注意事項 

薬剤防除に当たっては必ず登録薬剤を使用し、使用時期や使用方法、使用量などの

適用条件を守ること。 

 

(6) その他 

スクミリンゴガイが日本に侵入してから 35年以上が経過し、本貝を餌として利用す

る生物種も増えた。水田や水路において、これらの天敵（ヤゴやゲンゴロウ、ザリガ

ニ、コイ、カメ、アイガモなど）を利用した防除法の活用も、今後検討していく必要

がある。また、水路のコンクリート壁面に銅粉を混ぜた塗料を塗布し、本貝の産卵を

抑制する手法など、新しい防除技術が研究されている。地域に即した形で、これらの

防除技術を取り入れた総合防除法の確立が今後の課題といえる。 
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